
令和８年度 第１回一関市健康づくり推進協議会

【日 時】令和８年５月 20 日（水） 

                     午後３時～４時 30 分 

                     【場 所】一関保健センター 多目的ホール 

次     第

１ 開  会

２ あいさつ

３ 報告 

 一関市健康づくり推進協議会設置要綱の改正について     資料１ 

 一関市新型インフルエンザ等対策行動計画の改定について   資料２ 

４ 意見交換 

 令和８年度主要保健事業について              資料３ 

 いちのせき健康づくり推進計画（仮称）について       資料４ 

 その他  

５ その他

６ 閉  会



○一関市健康づくり推進協議会設置要綱  

平成17年９月20日 

告示第34号 

（設置） 

第１ 住民の健康づくり対策を推進するため、一関市健康づくり推進協議会（以下「協議会」という。）

を置く。 

（所掌） 

第２ 協議会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(1) 健康づくりに関する保健活動の総合的な審議企画に関すること。 

(2) 健康づくりに関する知識の啓発普及に関すること。 

(3) 保健活動地区組織の育成に関すること。 

(4) 健康増進法（平成14年法律第103号）第８条２項に規定する市町村健康増進計画（以下「計画」

という。）及び健康に関するその他計画に関すること。 

(5) 計画及び健康に関するその他計画の施策の推進、総合調整に関すること。  

(6) その他前５号に準ずる事項に関すること。 

（組織） 

第３ 協議会は、委員20人以内をもって組織し、原則として健康づくり活動の推進関係者の中から市長

が委嘱し、又は任命する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

（会長及び副会長） 

第４ 協議会に会長及び副会長１人を置き、委員の互選とする。 

２ 会長は会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、副会長が職務を代理する。 

（会議） 

第５ 協議会は、会長が招集する。 

２ 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（庶務） 

第６ 協議会の庶務は、健康こども部健康づくり課において処理する。 

（補則） 

第７ この告示に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。 

改正文（平成18年告示第25号抄） 

平成18年４月１日から施行する。 

前 文（平成23年３月31日告示第87号抄） 

平成23年４月１日から施行する。 

資料１ 



改正文（令和５年３月31日告示第130号抄） 

令和５年４月１日から施行する。 

改正文（令和８年３月31日告示第72号抄） 

令和８年４月１日から施行する。 



資料２‐１





資料２-２













































































































































 令和８年度 主要な保健事業  

令和８年５月 20 日（水） 第１回健康づくり推進協議会資料 

資料３ 





令和８年度一関市保健事業一覧

基本理念 基本方針 課 係

感染症予防事業

個別予防接種事業【高齢者】

妊産婦健康診査事業（一般健康診査、歯科健康診査、産婦健康診査）

市総合計画
将来像

健康いちのせき21計画
（第二次）

担当
事業内容

健
康
づ
く
り
課

地
域
医
療
係

地域医療・介護連携推進事業（一関市医療と介護の連携連絡会議、市民フォーラム等）

休日当番医制運営事業

夜間救急医療対策事業

医師修学資金貸付事業

地域医療を守る支援事業（看護職員復職研修受講奨励補助金等）

岩手県国民健康保険団体連合会市町村医師養成事業負担金

休日歯科応急診療運営事業

病院群輪番制病院運営事業

献血事業

医療介護従事者修学資金貸付事業

救急安心センター事業負担金

臨床研修医研究支援事業

骨髄ドナー支援事業費補助金

地域医療確保対策費補助金

健
康
増
進
係

精神保健事業（デイケア、家族支援、精神障がいに関する学習会、ひきこもりに関する講演会等）

食生活改善推進事業（食生活改善推進員の養成・育成、食生活改善普及講習会）

自死対策推進事業（自死対策推進協議会、市民こころの健康相談、こころの健康づくり講演会、

　　　　　　　　　　　　　　　　ゲートキーパー養成講座、傾聴ボランティア養成・支援講座、

健
診
指
導
係

結核健康診断事業

健康診査事業（基本健康診査、健康診査、肝炎ウイルス検診）

後期高齢者健康診査事業（循環器系健診、歯科健診）

がん検診事業（胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、子宮がん検診、乳がん検診）

一日人間ドック事業

成人歯科健康診査事業

ピロリ菌検査事業

特定健康診査事業（健診・受診率向上）

特定保健指導事業

　　　　　　　　　　　　　　　　メンタルヘルスチェックシステム　「こころの体温計」等）　　　　

健康教育・健康相談事業（地区健康教室、医師講演会、市民健康講座等）

訪問指導事業

健康いちのせき21マイレージ事業

がん患者医療用補整具購入費助成事業

こ
ど
も
家
庭
課

乳幼児健康診査事業（集団・個別、新生児聴覚検査、幼児歯科健診事業）

個別予防接種事業

母子健康相談事業（母子健康手帳の交付、所内母子相談、デジタルこども手帳）お
や
こ
健
康
係

妊婦のための支援給付金事業

妊産婦サポート・ケア事業（産後ケア、産前産後サポート事業）

育児相談・育児教室事業（離乳食教室）

歯の健康展開催事業

乳児見守り訪問事業

思春期保健事業

不妊治療費助成事業（一般不妊治療費、生殖補助医療費）

高
齢
者
健
康

支
援
係

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

家庭訪問歯科健診・診療事業

特定健康診査事業（生活習慣病重症化予防）

両親学級事業

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

□
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防

□
そ
れ
ぞ
れ
の
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代
に
応
じ
た
健
康
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り

□
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
社
会
環
境
の
整
備

ひ
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り
ひ
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つ
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き
る
「

し
ご
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」

将来像を実現
するための
基本目標
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課
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事業等の名称 事業等の概要
予算額

（千円）

地域医療・介護
連携推進事業

○地域の医療資源を有効活用した医療・介護連携体制を構築す
るため、研修などの実施により地域における医療と介護の連携
を推進する。
・一関市医療と介護の連携連絡会及び幹事会の開催
・在宅医療と介護連携に関する課題の検討
・地域の医療・介護資源の把握
・医療と介護の連携マニュアルの運用
・ケアカフェ（情報交換会）の開催
・医療介護サービスに係るＩＴ技術の情報収集
・研修会の開催
・市民フォーラムの開催
・おきがる出前講座の開催
・広報いちのせきを活用した情報発信と啓発
・ホームページ等を活用した情報発信と啓発

1,085

休日当番医制運
営事業

○休日における初期救急患者の医療確保事業
・日曜、休日、年末年始の 9：00～17：00
・一関市、平泉町で運営
・西地区は２医療機関（内科・外科）
　東地区は１日につき１医療機関
・参加医療機関：西地区　34（内科22・外科12）
　　　　　　　　東地区　14
　　　　　　　　　計　　48

13,002

夜間救急医療対
策事業

○夜間における小児及び成人の初期救急医療体制の確保のため
東西２輪番制により実施
・休日を除く月曜から金曜の 18：00～20：00
・一関市、平泉町で運営
・参加医療機関：西地区　20
　　　　　　　　東地区　12
　　　　　　　　　計　　32

16,204

医師修学資金貸
付事業

○地域の医師確保を目的に、将来医師として一関市内の指定医
療機関に勤務しようとする者に対して、修学資金を貸し付ける
ことにより修学を支援する。
※市指定医療機関に一定期間勤務するなどの条件により返還を
免除する。
・貸付額(上限)：月額30万円
　　　　　　　　入学一時金760万円（私立大学入学者のみ）
・令和８年度貸付修学生（令和８年４月１日現在）
　継続２人（月額30万円）

18,410

令和８年度　主要な保健事業

地
域
医
療
係

健
康
づ
く
り
課
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事業等の名称 事業等の概要
予算額

（千円）

令和８年度　主要な保健事業

地域医療を守る
支援事業

○医療人材の確保対策事業（一関保健所と共催）
将来の担い手となり得る中高生を対象とした医療職セミナー等
を開催する。

○看護職員復職研修受講奨励補助金（看護職員の復職に対する
支援）
　助産師資格などを有する者が復職を目的に受講する研修に要
する経費に対して補助する。

○医療機関の適正受診の仕方に関する普及啓発
　平日や日中などの診療時間内に受診せず、休日や夜間に平日
日中の受診と同じ感覚で二次救急医療機関を利用することが問
題となっていることから、市民に対し、診療時間内に受診する
ことや、休日や夜間の場合は当番医を利用することなどを普及
啓発する。

○かかりつけ医ガイドブックの配布
　かかりつけ医ガイドブック（第３版）を全世帯へ配布する。

1,473

岩手県国民健康
保険団体連合会
市町村医師養成
事業負担金

○県内の医師確保を目的に、岩手県国民健康保険団体連合会が
実施する奨学金貸付事業に対する負担金

9,568

救急安心セン
ター事業負担金

○岩手県が運営する救急安心センター（＃7119）のコールセン
ター等事業に対する負担金（県：1/2、市町村：1/2）

1,156

臨床研修医研究
支援事業

○一関市医師会に所属する臨床研修医の研修環境の整備を図
り、知識の醸成及び地域医療の担い手の育成に資するために、
一関市医師会が一関市医師会所属臨床研修医のための経費に対
して補助金を交付する。

1,000

休日歯科応急診
療運営事業

○年末年始及び３日以上連休が続く場合において、歯科治療の
処置を緊急に必要とする患者の治療の確保を目的に一関歯科医
師会が実施する「休日歯科応急診療事業」に対して補助金を交
付する。

344

病院群輪番制病
院運営事業

○休日及び夜間において入院治療を要する二次救急患者のため
の医療確保事業
・日曜、休日： 8：00～18：00
　土曜日　　：13：00～18：00
  夜間　　　：18：00～翌日8：00
・一関市・平泉町で運営
・参加病院：６病院
  　（県立磐井病院、県立千厩病院、国立病院機構岩手病院、
      一関病院、昭和病院、国保藤沢病院）
 ※県立病院に係る事業費については、県対応

17,504

地域医療確保対
策費補助金

○地域における看護師を確保するため、一関市医師会附属一関
看護専門学校の運営に要する経費に対する補助金
・一関看護専門学校（夜間定時制３年課程）
・一関看護専門学校（全日制３年課程）
　※１学年の定員30名

1,500

地
域
医
療
係

健
康
づ
く
り
課

-3-



担
当
課

担
当
係

事業等の名称 事業等の概要
予算額

（千円）

令和８年度　主要な保健事業

医療介護従事者
修学資金貸付事
業

○地域における医療介護従事者の確保を目的として、将来、市
内の医療機関等に勤務しようとする者に対し、修学資金の貸付
を行う。

　貸付額（上限）
　　助産師又は看護師　月額65千円　入学一時金600千円
　　准看護師　　　　　月額40千円　入学一時金400千円
　　歯科衛生士　　　　月額45千円　入学一時金400千円
　　介護福祉士　　　　月額55千円　入学一時金400千円

　※令和８年度貸付人数（令和８年４月１日現在）
　　助産師又は看護師　新規10人　継続24人
　　准看護師　　　　　なし
　　歯科衛生士　　　　新規４人　継続５人
　　介護福祉士　　　　なし

39,500

骨髄ドナー支援
事業費補助金

○骨髄等移植に協力しやすい環境づくりを推進するため、骨髄
ドナー又は骨髄ドナーが勤務する事業所に対し、通院・入院等
の日数に応じた額を補助する。

140

健
康
づ
く
り
課

地
域
医
療
係
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事業等の名称 事業等の概要
予算額

（千円）

精神保健事業

○在宅精神障がい者の社会参加支援事業の実施
在宅精神障がい者に対して、集団でのレクリエーションや創作
等の社会参加支援の場を提供し、自立及び居場所づくりの支援
を行う。
〇精神障がいやひきこもりに対する正しい知識の普及と理解の
促進を図るため、講演会等を開催する。

（ふれあい会、精神障がい者家族交流会、ひきこもりに関する
講演会、精神障がいに関する学習会、精神保健福祉ボランティ
ア支援講座等）

909

食生活改善推進
事業

○食生活改善普及講習会の開催
食生活に関する意識啓発事業等を実施し、市民の健康増進を図
るとともに、生活習慣病予防やフレイル予防に取り組み、健康
寿命の延伸を目指す。
〇食生活改善推進員の養成及び育成

2,480

自死対策推進事
業

〇講演会やインターネットによる普及啓発事業
医師等によるうつ・自死予防の講演会の開催、インターネット
を利用したメンタルヘルスチェックシステム「こころの体温
計」の運用
〇専門員等による相談・家庭訪問の実施
〇傾聴ボランティア等の養成・研修会

（こころの健康づくり講演会、メンタルヘルスチェックシステ
ム「こころの体温計」の運用、市民のこころの健康相談、家庭
訪問、ゲートキーパー養成講座、傾聴ボランティア支援研修
等）

1,892

健康教育・健康
相談事業

○生活習慣病の予防や健康の保持増進を図ることを目的に、医
師・歯科医師・薬剤師等による講演会のほか、生活習慣病予防
に関する健康教室等を実施する。
○心身の健康に関する個別の相談のほか、栄養相談を実施し、
必要な保健指導及び助言を行う。

1,044

訪問指導事業

○心身の機能低下の防止と健康の保持増進を図るため、保健指
導等が必要な方を訪問し、状況の把握や支援を行う。
○在宅難病患者に看護師等による訪問を行い、訪問から得られ
た情報を基に災害時の支援体制を構築する。
（在宅療養者等への保健指導、在宅難病患者訪問相談支援事
業）

290

健康いちのせき
21マイレージ事
業

〇市民の主体的な健康づくりを促進し、健康的な生活習慣の定
着を図るため、健康づくりの活動に対しポイントを付与し、規
定のポイントを獲得した者に特典を交付する。
　　対象：令和８年度中に19歳以上に到達する者

500

令和８年度　主要な保健事業
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事業等の名称 事業等の概要
予算額
（千円）

結核健康診断事
業

○結核患者の早期発見と感染予防を目的とした健康診断を実施
する。
　　対象：65歳以上

4,036

個別予防接種事
業
（高齢者）

○インフルエンザ予防接種費用の一部（標準量：2,600円　高
用量：4,300円）を助成する。
　　対象：接種日現在65歳以上の者、60～64歳の者で特定の
　　　　　障がいを有する者
○肺炎球菌ワクチン接種費用の一部（5,800円）を助成する。
　　対象：接種日現在65歳の者、60～64歳の者で特定の障が
　　　　　いを有する者（過去に当該接種を受けた者を除く）
○新型コロナウイルスワクチン接種費用の一部（7,500円）を
助成する。
　　対象：接種日現在65歳以上の者、60～64歳の者で特定の
　　　　　障がいを有する者
〇帯状疱疹予防接種費用の一部（生ワクチン：4,000円、組換
えワクチン：10,000円）を助成する。
　　対象：令和９年３月31日に65・70・75・80・85・90・
　　　　　95歳、100歳以上の者、60～64歳の者で特定の
　　　　　障がいを有する者
　　　　　（過去に当該接種の助成を受けた者を除く）

182,019

健康診査事業

○糖尿病等の生活習慣病の早期発見、早期治療、重症化予防を
目的とした健康診査を行う。
　　対象：19～39歳、40歳以上の生活保護受給者
○肝炎ウイルス感染の早期発見と早期治療を目的とした肝炎ウ
イルス検診を行う。
　　対象：40歳以上（過去に市の当該検診を受けた者を除く）

8,241

後期高齢者健康
診査事業

○糖尿病等の生活習慣病の早期発見、早期治療、重症化予防を
目的とした健康診査を行う。
　　対象：受診日現在、75歳以上及び65歳～74歳の岩手県
　　　　　後期高齢者医療保険加入者
〇う歯及び歯周病等の早期発見を図り、早期治療につなげるこ
とを目的とした歯科健康診査を行う。
　　対象：令和８年度76歳到達者

44,973

がん検診事業

○がんの早期発見と早期治療によりがんによる死亡者の減少を
図ることを目的とした検診を実施する。
・胃がん検診
　  対象：40歳以上
・大腸がん検診
　  対象：40歳以上
・肺がん健診
　  対象：40歳以上
・子宮がん検診
　  対象：20歳以上の女性（隔年受診）
・乳がん検診
  　対象：40歳以上の女性（隔年受診）
・前立腺がん検診
　  対象：50歳以上の男性

144,244

一日人間ドック
事業

○各種検査が一日で受けられる人間ドックを実施する。
　　対象：30歳以上の希望者

31,839

令和８年度　主要な保健事業
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事業等の名称 事業等の概要
予算額
（千円）

令和８年度　主要な保健事業

成人歯科健康診
査事業

○う歯及び歯周病等の早期発見と早期治療につなげることを目
的とした歯科健康診査を実施する。
　　対象：20歳、30歳、40歳、50歳、60歳、70歳の者

5,665

ピロリ菌検査事
業

〇ピロリ菌感染の早期発見と早期治療を目的とした検査を実施
する。
　　対象：中学３年生及び20歳または39歳の方で、市が実施
　　　　　したピロリ菌検査の未受診者等

2,796

特定健康診査事
業
（健診・受診率
向上）

○糖尿病等の生活習慣病の早期発見、早期治療、重症化予防を
目的とした健康診査を行う。
　対象：受診日現在、40～74歳の一関市国民健康保険加入者

86,929

特定保健指導事
業

〇自らの生活習慣における課題を認識し行動変容と自己管理を
行うことで、糖尿病等の生活習慣病を予防し、健康的な生活の
維持を図ることを目的として、特定健康診査の結果により生活
習慣の改善が必要と判断された者に対し特定保健指導を行う。

10,322

がん患者医療用
補整具購入費助
成事業

〇がん患者の療養生活の質の向上と社会参加を支援するため、
がんの治療に伴う医療用補整具の購入費を助成する。

1,300

健
診
指
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事業等の名称 事業等の概要
予算額
（千円）

高齢者の保健事
業と介護予防の
一体的実施事業

〇保健指導・健康教育の実施
　高齢者の医療・健診・介護のデータを活用して地域の健康課
題を分析し、生活習慣病の重症化リスクが高い高齢者に対する
保健指導や介護予防教室等における健康教育を行う。
〇いちのせきまちの保健室の開設【拡充】
　健康や生活の悩みを気軽に相談できる場を提供し、高齢者が
日常的に立ち寄る機会の多い店舗等で保健師、栄養士等による
健康相談を行う。

2,669

家庭訪問歯科健
診・診療事業

○寝たきり等により歯科治療を受けることが困難な者に対し、
歯科医師の訪問による歯科健康診査及び歯科診療を行う。
　　訪問回数：１人当たり５回まで
　　　　　　（歯科健診１回、歯科診療４回まで）

1,784

特定健康診査事
業（生活習慣病
重症化予防）

〇健診結果とレセプトデータを活用し、ハイリスク者の抽出を
行い、生活習慣病重症化予防に係る保健指導等を行う。

2,864

令和８年度　主要な保健事業
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事業等の名称 事業等の概要
予算額
（千円）

乳幼児健康診査
事業
（集団・個別）

　乳幼児の健康保持及び増進を図るため、保健指導、健康診
査、医療その他の措置を講じる。
○集団（一関保健センター・千厩保健センター）【拡充】
・３～４か月児健康診査、９～10か月児相談
　１歳６か月児健康診査、２歳６か月児歯科健康診査
　３歳児健康診査を実施　　５歳児健康診査
＊令和２年度より、３歳児健康診査において、視機能検査機器
（スポットビジョンスクリーナー）を実施。
○個別(医療機関）
・１か月児健康診査、６か月児健康診査、１歳児健康診査を
　実施
・４歳児歯科健康診査、５歳児歯科健康診査を実施
・新生児聴覚検査：聴覚障害による音声言語発達等への影響
　を最小限に抑えるため、聴覚検査を実施
○託児サービススタッフを配置

21,777

妊産婦健康診査
事業

○妊婦健康診査、子宮頸がん検診【拡充】
　妊婦の健康管理及び経済的負担の軽減を図るため、健康な妊
娠出産を迎える上で必要な健診（出産に至るまで）と子宮頸が
ん検診について公費助成を行う。
○妊婦歯科健康診査
　妊娠期間中1回、歯科健康診査と口腔衛生指導を実施する。
○産婦健康診査
　産後初期段階における母子のリスクの早期発見・早期支援に
つなげるため、産婦に産後の健康診査を公費助成を行う。

49,527

令和８年度　主要な保健事業

○定期予防接種（乳幼児）【拡充】
　予防接種法に基づく定期予防接種を契約医療機関による個別
接種で行う。
　BCG、ヒブ、小児肺炎球菌、５種混合、３種混合
　不活化ポリオ、麻しん風しん(※1)、麻しん、風しん
　日本脳炎、２種混合、HPV、水痘、Ｂ型肝炎
　ロタウイルス、RSウイルス
　風しん第５期定期接種(令和６年度で終了(※2))
○任意予防接種（乳幼児等）【拡充】
　任意の予防接種費用を助成する。【市単独事業】
・小児等インフルエンザ：接種日現在１歳から18歳（高校３年
　　　　　　　　　　　　生）及び妊婦を対象に
　不活化ワクチン：1人1回あたり2,100円を公費助成
　　　　　　　　（1歳から12歳：2回、13歳以上：1回）
　経鼻生ワクチン：1人1回あたり4,200円を公費助成(2歳以上)
・おたふくかぜ：満1歳～2歳に至るまでの児に対し全額助成。
・成人風しん：25歳から49歳を対象に一部助成。
（麻しん風しんの場合:4,700円、風しん単抗原の場合:3,000円)

※1　麻しん風しんワクチンの接種期間延長
　　令和６年度に麻しん風しんワクチンⅠ期・Ⅱ期の接種対象
　　者でワクチンの偏在等により接種できなかった児の接種期
　　間を令和９年３月末まで延長。
※2  風しん第５期定期接種の接種期間延長
    麻しん風しんワクチンの偏在等の理由により接種できな
　　かった方の接種期間を令和９年３月末まで延長。
　    対象者：昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの
　　　　　　男性で、令和7年3月31日までに抗体検査を実施し
　　　　　　た結果、抗体が不十分で予防接種未接種者の方

個別予防接種
事業 189,099
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事業等の名称 事業等の概要
予算額
（千円）

令和８年度　主要な保健事業

母子健康相談事業

○母子健康手帳の交付、母子相談
　妊娠・出産・育児についての相談に応じ、適切な指導や助言
を行うことにより、母子の健康の保持推進を図る。
○デジタルこども手帳
　予防接種や健診等を保護者自身が記録でき、また、市から配
信する情報を受信できるモバイルサービスを実施。

822

両親学級事業
○妊婦の健康の保持増進を図り、夫婦が協力して子育てができ
るよう、妊婦とその夫、家族を対象に、沐浴実習や講話等を行
う。

119

妊婦のための
支援給付金

〇妊婦などの孤立や不安の解消を図るため、妊娠期から出産・
子育て期まで一貫した伴走型支援と支援金給付の経済的支援を
一体的に実施する。
・１回目　妊娠届出をした方　50,000円
・２回目　出産した方　　　　50,000円（こども1人あたり）
・上記のほか、流産や死産された方も給付の対象とし、その場
合は、まとめて10万円を給付する。

46,495

妊産婦交通費助成

〇妊娠や出産において重大な予後が予測されるハイリスク妊産
婦に対し、周産期母子医療センターへの妊産婦健康診査の受診
や分娩に係る交通費及び宿泊費の助成を行い、経済的負担の軽
減を図る。

250

妊産婦サポー
ト・ケア事業

○産後ケア事業【拡充】
　産後１年未満の母子を対象に、医療機関や開業助産師による
宿泊型及び通所型（全日・半日）、訪問型により心身のケアや
育児指導等の支援を行う。また、里帰り等で市外施設でサービ
スを受けた場合、償還払いに対応する。
○産前産後サポート事業【拡充】
　妊婦や子育て中の保護者が定期的に育児疑似体験や交流しな
がら、妊娠・出産・子育ての悩みの軽減を図る。
〇初回産科受診料助成
　低所得者の妊婦を対象に、妊娠判定のために初めて産科医療
機関を受診した際の費用の一部を助成する。

14,125

育児相談・
育児教室事業

○離乳食に関する正しい知識や発達段階に応じた適切な食生活
を学び、育児の悩み相談や保護者の子育てを支援する教室を開
催する。

175

乳幼児等
家庭訪問事業

○生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を保健師、助産師が
訪問し、母子の健康状態の把握と育児相談等を行う。

1,208

乳児見守り訪問
事業

〇子育て世帯の孤立や不安の解消を図るため、０歳児を養育す
る世帯を訪問し、紙おむつを届けながら、育児相談の受付及び
乳児と保護者の見守りを行う。

9,438

思春期保健事業
〇児童生徒が思春期の心身の発達課題に適切に対応し、生命の
尊さの理解を深める機会として、講演会等を開催する。

325
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事業等の名称 事業等の概要
予算額
（千円）

令和８年度　主要な保健事業

不妊治療費助成

　不妊治療を受けた夫婦（事実婚を含む）に対し、治療費を助
成することにより経済的負担の軽減を図る。
〇一般不妊治療費助成
　人工受精などの一般不妊治療のほか、反復流産及び習慣流産
の治療に対し、１年度あたり10万円を上限に治療費の一部を助
成する。

〇生殖補助医療費助成
　体外受精及び顕微受精などの生殖補助医療及び男性不妊治療
に対し、治療費の一部を助成する。
　治療開始日時点における妻の年齢が40歳未満の場合は６回ま
で（１子ごと）、40歳以上43歳未満の場合は３回まで（１子ご
と）。
　助成額は１回当たり20万円上限。男性不妊治療を行った場合
は、15万円を上限に加算し助成。

14,400

養育医療給付事業
〇身体の発育が未熟のまま出生し入院を要する乳児に対し、指
定養育医療機関における必要な医療給付を行う。

3,841

育成医療給付事業
〇身体の障がいについて、確実な治療効果が期待できる児童に
対し、指定自立支援医療機関における必要な医療給付を行う。

1,205

歯の健康展
〇歯と口の健康週間の一環として、一関歯科医師会との共催
で、市内特設会場等において口腔歯科保健イベントを実施す
る。

147

お
や
こ
健
康
係

こ
ど
も
家
庭
課

-11-



いちのせき健康づくり推進計画（仮称）
～策定の方針・考え方～

令和８年５月20日

健康づくり課

令和８年５月20日 一関市健康づくり推進協議会

説明内容

1. 策定方針

2. 市民アンケートの結果概要

3. 各統計データ

4. 健康いちのせき21計画（第二次）及び

第４次一関市食育推進計画の仮評価

5. 次期計画策定体制

6. 次期計画策定スケジュール

2

資料４



策定方針

健康いちのせき21計画

H19～28年度 健康いちのせき21計画
H29～R8年度 健康いちのせき21計画(第二
次)

基本理念
笑顔あふれる健康長寿のまちづくり
基本方針
・生活習慣病の発症予防・重症化予防
・年代に応じた健康的な生活習慣づくり
・健康づくりの輪を広げる社会環境整備
⇒9領域で施策を展開。

一関市食育推進計画

H19～23年度 一関市食育推進計画
H24～28年度 第2次一関市食育推進計画
H29～R3年度 第3次一関市食育推進計画
R４ ～R8年度 第4次一関市食育推進計画
スローガン
家族や地域 笑顔でつながる 食育の環（わ）
基本目標
・望ましい食習慣の形成と定着
・食を通じたコミュニケーションによる豊
かな人間性の形成

・食の安全と循環や環境への理解の促進
・食育を推進する関係者の連携

国・県の動向

健康増進計画
●国（健康日本21：第三次）
期間：R6～R17年度
目標：健康寿命延伸、健康格差縮小、

誰一人取り残さない健康づくり
●岩手県（健康いわて21プラン：第3次）
期間：国と同期間
目的：県民の健康課題の明確化と総合的

健康増進を推進
食育推進計画
●国（第５次食育推進基本計画）
●岩手県（第５次食育推進計画）
※令和８年度策定予定

次期計画 いちのせき健康づくり推進計画（仮称）

健康いちのせき21計画(第三次) + 第５次一関市食育推進計画 +
こどもから高齢者まで切れ目のない包括的かつ一体的な計画と位置付けるため、

成育医療等基本方針を新たに含めて策定し、より効果的かつ実効性のある取組を目指します。

１

3２つの計画と１つの方針を含めて計画を策定します

策定方針

■ 関連計画との調和を保ち、社会環境の質の
向上やライフコースアプローチの視点を加え、
市民の健康づくりを推進する

■ 市民一人ひとりが自らの健康状態を正しく
理解し、主体的に健康づくりに取り組むため
の行動指針

一関市こども計画 

一関市障がい者福祉計画 

一関市障がい福祉計画 

一関市障がい児福祉計画 

一関市高齢者福祉計画 

介護保険事業計画（一関地区広域行政組合）

一関市保健事業実施計画 

（データヘルス計画） 

一
関
市
地
域
福
祉
計
画

一
関
市
総
合
計
画

いちのせき健康づくり推進計画 

（仮称） 
一関市自死対策推進計画 

健康日本 21（第三次） 

健康いわて 21プラン（第三次）

第５次食育推進基本計画 

第５次岩手県食育推進計画 

【関連計画との関係】
１

4



策定方針

■ 健康日本21（第三次）（令和６年度～令和17年度）

https://www.youtube.com/watch?v=YmYnD0i4bn0

１

5「社会環境の質の向上」と「ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり」が強調

策定方針

令和９年度から令和20年度までの12年間を計画期間

Ｒ6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

いちのせき健康づくり推進計画（仮称）
（健康いちのせき21計画（第三次）及び第５次一関市食育推進計画を統合）

第４次一関市食育推進計画

イー歯トーブ8020プラン（第２次）

（岩手県口腔の健康づくり推進計画）

健康いわて21（第三次）

健康日本21（第三次）

第４次食育推進計画

第４次食育推進基本計画 第５次食育推進基本計画

第５次食育推進計画

一関市総合計画基本構想

一関市総合計画前期基本計画 一関市総合計画後期基本計画
一
関
市

岩
手
県

国

健康いちのせき21計画（第二次）

１

6



市民アンケートの結果概要

１ 調査目的

２ 調査方法・期間

３ 調査対象・有効回答数（率）

調査種 調査対象 配布数 有効回答数（率）

市民 20～70歳代の市民 2,700件 1,060件（39.3％）

高校生 市内の高校生 160件 127件（79.4％）

中学生 市内の中学生 210件 168件（80.0％）

調査種 調査方法 調査時期

市民
郵送配布・郵送回収
（WEB回答併用）

令和７年８月25日（月）～９月16日（火）
※集計には、９月30日（火）までの回答を含めた

高校生
郵送配布・郵送回収
（WEB回答併用）

令和７年８月25日（月）～９月16日（火）
※集計には、９月30日（火）までの回答を含めた

中学生 郵送配布・WEB回収
令和７年８月25日（月）～９月16日（火）
※集計には、９月30日（火）までの回答を含めた

「一関市健康増進計画」及び「一関市食育推進計画」の策定にあたり、計画の基礎資料
として調査を実施

２

7

市民アンケートの結果概要＿「健康意識」と「健康管理」

１ 主観的健康観 ２ かかりつけ（医・歯科医・薬局（薬剤師））

主観的に健康と感じでいる割合は
市民で約７割、中高生で約９割

かかりつけ薬局（薬剤師）がいない割合が４割台半ば

  凡　例

n = 1,060

n = 1,060

n = 1,060

72.9

66.7

53.0

25.8

30.0

44.3

1.2

3.3

2.6

いる いない 無回答

（%）

a  かかりつけ医

b かかりつけ歯科医

c かかりつけ薬局
(薬剤師)

  凡　例

n = 1,060 17.7 57.8 16.1 6.7

1.6

健康である

どちらかといえば

健康である
どちらかといえば

健康でない

健康でない

無回答

（%）

n = 295 50.5 40.3 8.1 1.0

-

（%）

市民

中高生

２
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市民アンケートの結果概要＿「健康意識」と「健康管理」

３ 検診の受診状況 ４ 健康の状況を知るための実践

各がん検診で約３割の方が受診していない
体重測定は約75％、血圧測定は約50％の方が

月１回以上行っている

  凡　例

n = 1,060

n = 1,060

n = 541

25.2

16.3

2.8

23.1

15.0

7.4

28.1

16.3

25.0

21.7

50.0

60.6

1.9

2.4

4.3

毎日

週１回程度

月１回程度

測っていない

無回答

（%）

a  体重測定

b 血圧測定

c 乳房自己
触診(女性)

  凡　例

n = 1,060

n = 836

n = 836

n = 836

n = 541

n = 404

30.1

25.1

29.3

30.1

23.8

32.9

50.0

30.5

30.1

31.2

22.7

21.5

0.7

0.4

0.2

0.2

0.4

-

14.3

31.9

29.7

27.0

38.6

33.4

4.9

12.1

10.6

11.4

14.4

12.1

市の検（健）診

勤務先・健康保険組合等の

検（健）診

学校の検（健）診

受診していない

無回答

（%）

循環器系健診

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

子宮がん検診

乳がん検診

２

9

市民アンケートの結果概要＿「健康意識」と「健康管理」

５ 健康づくりのために心がけていること ６ 健康づくりに関する情報の入手先

n = 1,060

食事・栄養に配慮

定期的な健診（検診）

十分な睡眠・休養

たばこを吸わない（本数を控える）

気分転換やストレス解消

体重管理

お酒を飲まない（控える）

定期的な運動

健康に関する情報入手

特にない

その他

無回答

52.8

48.1

48.0

45.7

44.8

34.9

33.3

33.0

19.2

8.0

0.5

1.1

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

（%）

n = 1,060

テレビ・ラジオ・新聞

インターネット・ＳＮＳ

医療機関（病院等）

本・雑誌

市の広報・ホームページ

家族

友人

学校

その他

無回答

51.5

49.1

37.9

23.6

22.4

17.5

13.7

1.6

1.5

2.5

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

（%）

「食事」、「健診」、「睡眠・休養」などを
心がけている方が多い

「テレビ・ラジオ・新聞」、「インターネット・SNS」を
情報の入手先とする方が多い

２

10



市民アンケートの結果概要＿「栄養・食生活」

７ 朝食を食べている割合（性・年代別） ８ 主食・主菜・副菜をそろえている割合（性・年代別）

男女ともに若年層で朝食の欠食が多い

  凡　例

  全  体 n = 1,060

20歳代男性 n = 38

30歳代男性 n = 40

40歳代男性 n = 57

50歳代男性 n = 64

60歳代男性 n = 104

70歳代以上男性 n = 98

20歳代女性 n = 62

30歳代女性 n = 74

40歳代女性 n = 74

50歳代女性 n = 95

60歳代女性 n = 112

70歳代以上女性 n = 123

性
年
代

別

84.0

57.9

70.0

66.7

81.3

91.3

92.9

59.7

74.3

71.6

85.3

97.3

98.4

6.7

5.3

7.5

14.0

4.7

3.8

3.1

22.6

12.2

17.6

4.2

1.8

1.6

3.3

15.8

7.5

7.0

7.8

-

-

3.2

5.4

4.1

5.3

-

-

5.6

21.1

15.0

12.3

6.3

2.9

3.1

14.5

8.1

5.4

5.3

0.9

-

0.5

-

-

-

-

1.9

1.0

-

-

1.4

-

-

-

毎日食べる

週に３～６回程度

食べる

週に１～２回程度

食べる

ほとんど食べない

無回答

（%）

  凡　例

  全  体 n = 1,060

20歳代男性 n = 38

30歳代男性 n = 40

40歳代男性 n = 57

50歳代男性 n = 64

60歳代男性 n = 104

70歳代以上男性 n = 98

20歳代女性 n = 62

30歳代女性 n = 74

40歳代女性 n = 74

50歳代女性 n = 95

60歳代女性 n = 112

70歳代以上女性 n = 123

性
年
代
別

23.5

18.4

15.0

8.8

21.9

33.7

32.7

14.5

9.5

14.9

18.9

31.3

26.8

34.6

31.6

30.0

35.1

37.5

26.0

32.7

27.4

28.4

43.2

36.8

40.2

39.8

30.2

31.6

37.5

42.1

26.6

26.9

22.4

32.3

50.0

28.4

36.8

24.1

26.8

10.8

18.4

15.0

14.0

14.1

11.5

10.2

25.8

12.2

12.2

7.4

4.5

4.1

0.9

-

2.5

-

-

1.9

2.0

-

-

1.4

-

-

2.4

毎食そろえている

１日に２食は

そろえている
１日に１食は

そろえている

ほとんど

そろえていない

無回答

（%）

40歳代男性、30歳代女性で毎食そろえていない割合が9割以上

２

11

市民アンケートの結果概要＿「栄養・食生活」

９ １日当たりの野菜摂取量 10 塩分を控えるように心がけている割合

国が目標とする350g以上摂取している方は
市民で2.1％、中高生で2.0％と低い状況

年齢が上がるほど、塩分を控えるように
心がけている割合が高い

  凡　例

n = 1,060 42.5 28.6 15.2 4.4

2.1

5.5

1.7

１皿（70g）

２皿（140g）

３皿（210g）

４皿（280g）

５皿（350g）以上

ほとんど食べない

無回答

（%）

n = 295 33.9 36.9 19.0 4.1

2.0

4.1

-

市民

中高生

  凡　例

  全  体 n = 1,060

20歳代男性 n = 38

30歳代男性 n = 40

40歳代男性 n = 57

50歳代男性 n = 64

60歳代男性 n = 104

70歳代以上男性 n = 98

20歳代女性 n = 62

30歳代女性 n = 74

40歳代女性 n = 74

50歳代女性 n = 95

60歳代女性 n = 112

70歳代以上女性 n = 123

性
年

代
別

28.2

7.9

5.0

7.0

20.3

25.0

52.0

16.1

13.5

24.3

25.3

42.0

45.5

54.7

52.6

55.0

66.7

46.9

57.7

33.7

64.5

60.8

62.2

61.1

52.7

52.0

16.5

39.5

40.0

26.3

32.8

15.4

12.2

19.4

25.7

12.2

13.7

5.4

2.4

0.6

-

-

-

-

1.9

2.0

-

-

1.4

-

-

-

いつも心がけている

時々心がけている

心がけていない

無回答

（%）

２
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市民アンケートの結果概要＿「運動・身体活動」

11 １日の平均歩数 12 中高生の（体育授業以外の）運動時間

1日の平均歩数が6‚000歩未満の方が約50％ １時間未満が約20％

1
,
0
0
0
歩
未
満

1
,
0
0
0
歩
台

2
,
0
0
0
歩
台

3
,
0
0
0
歩
台

4
,
0
0
0
歩
台

5
,
0
0
0
歩
台

6
,
0
0
0
歩
台

7
,
0
0
0
歩
台

8
,
0
0
0
歩
台

9
,
0
0
0
歩
台

1
0
,
0
0
0
歩
台

1
1
,
0
0
0
歩
台

1
2
,
0
0
0
歩
台

1
3
,
0
0
0
歩
台

1
4
,
0
0
0
歩
台

1
5
,
0
0
0
歩
以
上

無
回
答

4.5
9.7 10.2 10.1

4.1

14.2

5.8 3.6
6.6

0.9
5.7

0.2 0.9 - - 2.1

21.3

0

20

40

60

80

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 3 14 15 16 17

（%）

n = 1,060

  凡　例

n = 295 19.3 32.5 22.4 10.5 15.3

-

１時間未満

１時間～２時間未満

２時間～３時間未満

３時間以上

習慣的な運動・スポーツは

行っていない

無回答

（%）
約50％ 約25％

２

13

市民アンケートの結果概要＿「休養・こころ」

13 睡眠時間/睡眠休養感 14 身近に心配ごと悩み事を相談できる人や場所

市民の約75％、中高生の約80％が睡眠を
“とれている”“まあまあとれている”と感じている

50歳代以降の男性から相談できる場所や人が
“いない”方が多くなっている

  凡　例

n = 1,060 2.5 7.2 25.8 32.8 21.3 9.1 1.2

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間以上

無回答

（%）

n = 295

1.0

4.7 20.0 39.0 28.8 6.4

-

（%）
市民

中高生

睡眠時間

睡眠休養感

  凡　例

n = 1,060 18.6 55.7 22.8 2.4

0.6

とれている

まあまあとれている

あまりとれていない

ほとんどとれていない

無回答

（%）

市民

中高生 n = 295 29.2 51.5 18.3 1.0

-

  凡　例

  全  体 n = 1,060

20歳代男性 n = 38

30歳代男性 n = 40

40歳代男性 n = 57

50歳代男性 n = 64

60歳代男性 n = 104

70歳代以上男性 n = 98

20歳代女性 n = 62

30歳代女性 n = 74

40歳代女性 n = 74

50歳代女性 n = 95

60歳代女性 n = 112

70歳代以上女性 n = 123

性
年
代
別

76.9

81.6

82.5

78.9

68.8

68.3

55.1

88.7

91.9

79.7

83.2

78.6

83.7

21.0

18.4

17.5

21.1

29.7

29.8

39.8

8.1

6.8

18.9

15.8

19.6

13.8

2.1

-

-

-

1.6

1.9

5.1

3.2

1.4

1.4

1.1

1.8

2.4

いる（ある） いない（ない） 無回答

（%）

２
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市民アンケートの結果概要＿「生きがい・つながり」

15 生きがいや、やりがいを感じているか 16 人とのつながりについて

約50％が生きがいや、やりがいを感じている。
そのうち具体的な内容として最も多いのは“趣味や特技”

生きがい、やりがい

具体的な生きがい、やりがい（複数回答）

  凡　例

n = 1,060 8.8 46.3 35.8 6.6 2.5

大いに感じる 感じる あまり感じない 感じない 無回答

（%）

n = 584

趣味や特技

仕事

身近な人の役に立つこと

子（孫）育て

家事

地域活動（自治会活動など）

ボランティア活動（社会奉仕）

その他

無回答

60.3

51.0

30.7

30.0

22.6

14.9

8.0

3.1

1.4

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

（%）

  凡　例

n = 1,060

n = 1,060

n = 1,060

n = 1,060

7.5

7.8

32.5

2.1

39.9

42.9

48.4

8.8

34.1

22.7

13.0

19.9

16.8

17.9

4.3

63.4

1.7

8.6

1.8

5.8

強くそう思う

どちらかといえば

そう思う
どちらかといえば

そう思わない

全くそう思わない

無回答

（%）

a  地域の人たちとの
つながりが強い

b 学校や職場の人たちとの
つながりが強い

c 家族や友人との
つながりが強い

d SNSのオンライン上の
つながりが強い

“家族や友人”が最も多く、次いで“学校や職場の人たち”
“地域の人たち”とつながりが強い

２
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市民アンケートの結果概要＿「こどもの健康」

17 中高生の各メディアの使用時間 18 プレコンセプションケアの認知度

メディアを2時間以上の使用する割合は
「インターネット・SNS」、「ゲーム」が多い傾向

プレコンセプションケアを
“知らない”割合は85％以上と認知度が低い

  凡　例

n = 295

n = 295

n = 295

39.7

13.2

22.7

27.5

27.8

26.8

10.5

30.8

16.9

8.1

25.1

14.9

14.2

3.1

18.6

-

-

-

１時間未満

１～２時間未満

２～３時間未満

３時間以上

見ない

無回答

（%）

a  テレビ

b インターネット
SNS

c ゲーム
(携帯・スマホ含む)

  凡　例

n = 1,060

2.0

2.7 5.0 86.1 4.2

言葉も内容も知っていた

言葉も内容も

おおよそ知っていた

言葉は知っていたが、

内容は知らなかった

知らなかった

無回答

（%）

n = 295 3.4 4.7 6.8 85.1

-

（%）

市民

中高生

２
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各統計データ＿人口の推移

0～

14歳

15～

64歳

65歳

以上

147,933 146,065 144,896 143,974 140,825 
135,722 

127,642 
121,583 

111,932 

101,163
92,406

84,188
76,384

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

凡例 S60年 H2年 H7年 H12年 H17年 H22年 H27年 R２年 R７年 R12年 R17年 R22年

（人）

■ 年齢三区分別人口の推移

資料｜一関市人口ビジョン（令和７年10月改訂版）

３
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各統計データ＿平均自立期間

男性                      女性 

78.6

77.4

78.1

79.7

80.9

80.9

81.2

75 76 77 78 79 80 81 82

一関市

47位 青森県

46位 岩手県

全 国

3位 奈良県

2位 滋賀県

1位 長野県

（年）

資料｜都道府県：国民健康保険国保中央会                   

                一関市：国保データベースシステム_地域の全体像の把握 

83.7

82.5

83.6

84.1

84.8

84.8

84.9

81 82 83 84 85 86

一関市

47位 青森県

46位 岩手県

全国

3位 島根県

2位 滋賀県

1位 長野県

（年）

■ 平均自立期間（令和５年）「日常生活が要介護でなく、自立して暮らせる生存期間の平均」

３
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各統計データ＿死亡の状況

■ 死因別死亡者数の年次推移（上位５死因）

466

240
271

193

92

459

248

315

197

100

449

297

343

206

130

443

362
343

220

103

0

100

200

300

400

500

悪性新生物 老衰 心疾患 脳血管疾患 肺炎

（人） R２年 R３年 R４年 R５年

資料｜岩手県保健福祉年報（人口動態）

３
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各統計データ＿死亡の状況

103.5 112
122.7

93.2

93.7

126.2
82.8

96.9

157.8
220.6

132.7

102.5

94.5

87.8

126.6

130.7

悪性新生物

胃がん

大腸がん

肝

気管支肺

心疾患

心筋梗塞

心不全

脳血管疾患

脳内出血

脳梗塞

肺炎

肝疾患

腎不全

老衰

自殺

全国 一関市

資料｜人口動態統計特殊報告
平成30年～令和４年 人口動態保健所・市区町村別統計

105.2
111.8

127.2

105

89.2

106.6

87.9

94.7

142.1

194.6

116.9

99.9

109.3

91.5

109.5

142.7

悪性新生物

胃がん

大腸がん

肝

気管支肺

心疾患

心筋梗塞

心不全

脳血管疾患

脳内出血

脳梗塞

肺炎

肝疾患

腎不全

老衰

自殺

全国 一関市

■ 標準化死亡比※

男性 女性

３
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各統計データ＿健康状態

■ 血圧（Ⅰ度高血圧以上（140/90mmhg）） 

男性                      女性 

30.5

31.3

32.1
32.6

29.0

29.5

30.0

30.5

31.0

31.5

32.0

32.5

33.0

R元年 R2年 R3年 R4年

(%) 

23.5

24.1
24.2

23.9

23.0

23.5

24.0

24.5

R元年 R2年 R3年 R4年

(%) 

■ HbA1c（血糖値（HbA1c6.5％以上）） 

男性                      女性 

資料｜岩手県健康国保課 岩手県医療等ビッグデータ分析結果 

10.2

10.7 10.7 10.6

9.5

10.0

10.5

11.0

R元年 R2年 R3年 R4年

(%) 

6.0
5.5

7.0
6.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

R元年 R2年 R3年 R4年

(%) 

３
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各統計データ＿こどもの健康

■ 肥満傾向該当者割合

資料｜生活習慣病予防システム（R6）

21.2

12.2

15.8

10.5

18.1

12.1

0

5

10

15

20

25

市 全国 市 全国 市 全国

小学校４年生 中学校３年生 高校３年生

(%)

16.6

9.8 9.0
7.6

8.8 8.3

0

5

10

15

20

25

市 全国 市 全国 市 全国

小学校４年生 中学校３年生 高校３年生

(%)

男性 女性

資料｜生活習慣病予防システム（R6）

３
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各統計データ＿医療費

■ 医療費の推移（国民健康保険・後期高齢者医療）

３

23

9,778,819 10,154,182 10,061,683 10,258,030 
9,623,688 

15,463,546 15,370,899 
15,920,722 15,888,684 

16,529,425 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

(千円) 国民健康保険 後期高齢者医療

資料｜一関市統計要覧

現行計画の達成状況と評価

脳卒中（脳血管疾患）・
心疾患

6 0 3 0 3 0 50.0%

がん 10 1 2 3 4 0 60.0%

糖尿病 5 1 0 2 2 0 60.0%

栄養・食生活 10 2 1 0 6 1 30.0%

身体活動・運動 15 4 0 5 6 0 60.0%

休養・こころの健康 7 2 0 1 4 0 42.9%

飲酒・喫煙 13 3 5 0 5 0 61.5%

歯・口腔の健康 13 5 3 1 4 0 69.2%

感染症予防 17 3 0 5 8 1 47.1%

合計 96 21 14 17 42 2 54.2%

全指標に対する割合
（％）

100.0 21.9 14.6 17.7 43.8 2.1

改善割合
（％）

指標
項目数

指標の達成状況

◎
達成

〇
改善

△
やや改善

×
横ばい・

後退

ー
判定不能

■ 健康いちのせき21計画（第二次）の達成状況と評価

４
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現行計画の達成状況と評価

■ 第４次一関市食育推進計画の達成状況と評価

食育推進計画（合計） 20 3 2 5 10 0 50.0%

全指標に対する割合
（％）

100.0 15.0 10.0 25.0 50.0 0.0

×
横ばい・
後退

ー
判定不能

指標
項目数

指標の達成状況

改善割合
（％）◎

達成
〇

改善
△

やや改善

４

25
各データおよび評価の指標は７月末時点で最新値に更新予定

現行計画の達成状況と評価

本市では人口減少と高齢化が進み、単身世帯の増加や多様な働き方の拡大が見込まれる

中、健康寿命の延伸と健康格差の縮小が重要となっています。

健康いちのせき21計画（第二次）では生活習慣病の予防や重症化予防に取り組み、悪性

新生物の死亡率改善など成果が見られましたが、脳血管疾患・心疾患の死亡率は高水準

で課題です。

第４次一関市食育推進計画では食育の推進を進め一定の改善があった一方で、肥満、朝

食欠食などに課題が残っています。

社会環境の整備では受動喫煙の減少や食育活動が進む一方、年代や環境による差が存在

します。今後は世代・性別の特徴に応じ、こどもから高齢者まで切れ目のない健康づく

りを推進する必要があります。

４
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次期計画の基本的な考え方

■ 基本目標
生活習慣の改善
栄養・食生活、身体活動・運動、休養・睡眠、飲酒、喫煙、歯・口

腔の健康に関する生活習慣の改善（リスクファクターの低減）のた
め、幼児期からバランスのとれた食生活や運動習慣などの正しい生活
習慣の基礎を身に付ける各種施策を推進します。

生活習慣病の発症予防・重症化予防
生活習慣の定着等によるがん、生活習慣病（NCDｓ：非感染性疾患）

の発症予防、合併症の発症や症状の重症化予防の取組を推進します。

社会環境の質の向上
市民の健康は取り巻く社会環境に影響を受けることから、社会とのつ

ながりやこころの健康の維持及び向上のため、健康に関心の薄い市民を
含む、幅広い対象に無理なく自然に健康な行動を取ることができるよう
な環境整備を推進します。

ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり
社会の多様化や、平均寿命の延伸により、ライフステージ（乳幼児期

から高齢期等の人の生涯における各段階）毎の健康課題や健康状態に応
じた健康づくりへの取組が必要です。
本計画ではライフコースアプローチ（人の生涯を経時的に捉えた健康

づくり）の観点を踏まえ、ライフステージ別の課題に対応した、各種施
策を推進します。

「笑顔あふれる誰もが健やかに暮らせるまち」 

主要施策 基本目標 

１ 生活習慣の改善 

（１）栄養・食生活 

３ 社会環境の 

質の向上 

（１）社会とのつながり・こころの健康の維持・向上 

２ 生活習慣病の発症

予防・重症化予防 

（３）休養・睡眠 

（４）飲酒・喫煙 

（２）食を育む環境づくり 

（３）自然に健康になれる社会づくり 

（５）歯・口腔の健康 

（１）がん 

（２）循環器疾患・糖尿病 

（２）身体活動・運動 

（２）高齢者 

基本理念 

（１）こども 

（３）女性 

４ ライフコース 

アプローチを 

踏まえた 

健康づくり 

５
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次期計画内容（一部抜粋（レイアウト））５

28

連携・協働・新たに必要と思われる施策や事業などをご意見ください



次期計画内容＿連携や協働の例５

29

こどもの肥満

スポーツ振興課

健康づくり課

こども家庭課

生産流通課

学校教育課

学校統合による

スクールバスの利用増スマホやゲームの普及による

からだを動かす機会の減少

長寿社会課

少子化による地域活動の

機会の縮小・限定

外食・中食の機会の増加

による高脂肪食

ヤングケアラーによる

生活リズムの乱れ

親の働き方の変化による

孤食・個食

みんなの食堂

こどもの遊び場づくり

幼児期の運動遊びの充実

学校体育施設の開放

乳幼児健診

スポーツ少年団の活動支援

学校給食

まちづくり推進課

地産地消

食育

子育てボランティア活動

地域での見守り

食生活改善推進員大人の食育

事業や地域資源

課題の背景

課題

連携のヒント
既に連携して
いるもの

農業関係団体

スポーツ関係団体
教育関係団体



次期計画内容＿社会環境の質の向上の例（連携２）５

30

道の駅（地域振興）×食育×健康づくり×図書館



次期計画内容＿計画素案に関する意見・提案のお願い５

31

計画素案に関する各委員からのご意見や提案について

● 報告期限：６月24日（水）

● 報告方法：回答フォーム（Logoフォーム）または郵送・FAX

● そ の 他：対面での意見交換を希望する場合や、こちらから依頼する場

合は個別にご連絡させていただきます。

回答フォーム（Logoフォーム）

次期計画策定体制

■ 一関市健康づくり推進協議会

■ 一関市食育推進協議会

■ 一関市健康増進計画・食育推進計画策定庁内会議

計画の策定に関する基本的事項について検討する

庁内の連絡調整に関すること

計画及び健康に関するその他計画の施策の推進、総合調整に関すること

推進計画に関する施策の推進及び総合調整に関すること

５
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次期計画策定スケジュール

年月(予定日) 会議名等 内容

R8.4(4/28) 第１回策定庁内会議
アンケート結果
現計画の評価
策定方針（素案の提示）
策定スケジュール

R8.5(5/20) 第１回健康づくり推進協議会

R8.5 第１回食育推進担当者会議

R8.6(6/2) 第１回食育推進協議会

R8.9(9/30) 第２回健康づくり推進協議会

計画素案修正内容の協議
R8.10

第２回食育推進協議会

第２回食育推進担当者会議

第２回策定庁内会議

R8.11 パブリックコメント ３週間（予定）

R9.1(1/20)
第３回健康づくり推進協議会

計画最終案の提示
第３回食育推進協議会

R9.3 公表（プレスリリース）

６
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